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　　　　　　　　　　　　　　ダ　げ　　　　　　　　　の　　ワ　ゆ　　　　　　ロ　　 　す つ 　　　のり　ぢ　　　　　　　　　　　　　　“ギ㌦課匁ジts；’t”
　　　　　　　　　　　　　　　　胤　看　　・　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　　　　　　　　　　　　（濁逸Prof．　M．　Woef撮影）
　月の無い夜の空に高く，アンドロメダの中央＝，天空最大の此の渦巻ミ・星雲為，肉
眼で見上げるのは吾人のインスピレーションである・匡るか九十五萬光年の彼方な見
る人の心に，跳らざる々得ない・一同時に又之れ［ち九十五年の大昔しを目の當リ
見てみるのだ！！
　窟眞の中央・左端こ近く輝く一星lt五等のヌ星である・又，大星雲の右上1：約二十
：五ミリ離れて見えてみる楕圓形の光ltN・G．　C．221ピいふ星雲であろ・
